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465　　　T，－99m　MDPによる胸水または腹水集積

例の臨床的検討

　　小須出茂、石川昌澄、田村宏平（国立大蔵　放）、

　　横山邦彦、国枝悦夫、久保敦司、橋本省三（慶大

　　放）

　過去4年間の骨シンチグラフイをretr・spectiveに

検索することにより、胸水、腹水にTe－99mMDPによ

る異常集積を来たした45症例につき臨床的検討を行
った。

　全例、悪性胸水または悪性腹水であり、集積程度は

骨への集積に比べて低い症例が多く（43例）、骨への集

積と同程度の症例は2例、骨への集積よりも高い症例

はみられなかった。骨転移巣は22例に検出された。

骨シンチグラフイにて始めて胸水の存在が疑われた症

例が4例みられた。

　ほぼ同時期にGa－67シンチグラフイを施行した症例のう

ち、65％（11／17）にTc－99m　MDP　tsよびGa－67の集

積を認めた。

　Tc－99mMDPによる悪性胸水ないし腹水への集積機序

は明らかではないが、胸腹水中の酸フオスファターゼ、コラ

ー ゼン形成、カルシウムイオンの胸腹水中への流入、胸腹膜

内毛細血管の透過性充進などが考えられている。今回、65

％にGa－67の集積を認めたことから、腫瘍によってお・こる

代謝異常が関一与している可能性がある。
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軟部腫瘍における骨シンチグラフィーの

松本誠一一，川口智義，網野勝久，真鍋　淳

（癌研病院整形外科）金田浩．．一（同放射線科）

1はじめに：軟部腫瘍診療における骨シンチの意義に

っいては，第25回本学会にて発表したが，今回はさら

に三相骨シンチを施行した症例も加え他の画像検査と

比較したので報告する。

n症例：Tc－MDPによる骨シンチを施行したのは，

軟部肉腫48例，良性腫瘍18例であり，その中で14例に

三相骨シンチを行なった。

皿結果：①造影剤による動脈造影（contrast　angio－

graphy）‘ζてhypervascularな腫瘍はRIのblood

pool　imagingにてhotに描出された。②RIのbone

im　agingは動脈造影にてhypervascularでない腫瘍で
もhotに描出しうる場合があった。③三相骨シンチで

得られるblood　pool　imagin9はTc－fibrinogenや

Tc－RBCを用いたRIAngiographyで得られるimag－

ingと同様であり，三相骨シンチはRIAngiography

に代り得る。

Nまとめ：RIのblood　pool　imagingは軟部腫瘍の

術前検査として必須とは言えないが，三相骨シンチで

は新たな侵襲なくblood　pool　imagingも得られるた

め有用と考えた。

467 乳癌の胸骨転移に関寸る極討

塚谷泰司　横山邦彦　西口郁　国枝悦夫　尾川浩一一

ぺ保敦司　橋本省三（慶大　放）

榎本耕冶　（慶大　外）

前川全　木下文雄〔都・τ大’k保　放）

小須田　茂（国立大蔵　放）

　乳癌の骨転移は一般的にm1行性であるため、あらゆ

る骨へ転移か起こt’）得るか、胸骨のみへの転移が少な

か6ず見られる。　過去5年間に施行した乳癌患者約

2000例に対する骨シンチプラフィのうち20例が

胸骨のみへの転移例であり、前立腺癌、肺癌などの他

の悪性腫瘍に比べ有意に高い頻度であった。その胸骨

への転移の確認には生検、X線CT、あるいは繰り返

しの骨シンチグラフィなどにより行い、乳癌術前の腫

瘍の局在、大きさ、リンパ節転移の有無及び場所、病

理組織型、さらには術式、放射線治療併用の有無及び

範囲等との関連を検索し、さらに乳癌の胸骨転移に関

する特徴的な血行動態の可能性にっいて検討した。

468　　乳癌の骨シ」・シブつフ”一

一 450例の分析と検討

　塚本江利子、川村　直之、伊藤　和夫、中駄　邦博、

　藤森　研司、古舘　正従（北大　核）

　乳癌は骨転移の多い腫瘍として知られてお：）、乳癌

の骨転移の検索における骨シンチグー－7つイーの有用性

はすでに多くの施設から報告されていろ。今回、我ヤ

は当科において施行された乳癌の骨ンンチ7ラフィー

についてRE↑ROSPECT｜、Eに分析し、苦下の検討を加え

た。対象は1979年から1986年6月まてに当科を訪Zlた

約450例の乳癌患者で検査時の年齢：よ40代：e多く分布

していた。初回検査時、術後6ケ月以内の症例が多く、

経過観察期間は最長7年間に及んていた。～↑λ旺別て

はSTAGE　I及びSTAGE　llが大半をしめており、9T3GE　I

では骨シンチグラフィーの陽性所見を示す症例が非常

に少なく、STAGEが進むにつれてその陽性所見が多く

なるのは従来報告されている結果と同様であった。叉、

陽性所見が出現してもある程度まで進行すると治療の

成果もあるが、著変のないまま経過する症例も多く認

められた。この他、年齢、手術から初発までの期間、

初発部位、手術様式、治療様式、他の転移との関係な

どにつき、分析検討した。
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